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（毎月2回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,427人（男24,528・女26,899）世帯数15,158 (1月31日現在） 
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玉串奉莫にかしわ手を打つ参加者 

毎
号
と
じ

こ
ん
で

く
だ

さ
い
。

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

,
 

合同で厄ばらい 

男42歳、女33歳は厄年。 心身ともに人生

の節目を迎えた男女は、神殿にお参り して厄を

はらってもらうが、合同の除厄祈願祭が2月 

25日午後 1時から市中央公民館に356人の

男女が参加して行われました。 

ステージに設けられた祭壇で神官のおはらい

を受けたあと、地区ごとに記念写真におさまり

盃を傾けながら旧交を温め、決意を新たにして

いました。 

も わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

鼠 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

臓‘開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

、 上げました。 

甑 わたくしたちは、この伝統を継本し、広 

感に rn篇器 -「tUQ)J2L, 
" v.こに市民憲章を定めます。 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ〈ります。 

⑥自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくりますコ 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ〈ります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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市の人口 総数51，427人(男24，528・女26，899)世帯数15，158(1月31日現在) (毎月 2回 1日・15日発行)

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

玉串奉莫にかしわ手を打つ参加者

合同で厄ばら い
25日午後 l時から市中央公民館に 356人の

男女が参加して行われました。

男 42歳、女33歳は厄年。心身ともに人生

の節目を迎えた男女は、 神殿にお参りして厄を

はらってもらうが、合同の除厄祈願祭が2月

ステージに設けられた祭壇で神 宮のおはらい

を受けたあと 、地区ごとに記念写真におさまり

盃を傾けながら旧交を温め、決意を新たにして

いました。
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え聞き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き3 ふ げました、わたくしたちは、この伝統を継承し、広-ーはい視野に立って西北津軽の人々と協調

ー 圃 ι"x'; し、郷土の限りない発展を願って、こ
圃圃」‘J ・e こに市民悲すまを定めます。

。心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。

。自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。

O平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。

。文化を尊ぴ、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。

。未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。
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」
積
丹
半
島
を加
え
会
議
名
変
更

「
 

広報ごしょがわら 平成 2 年（1990年）3 月15日 

あいさつする其田総務部長 

第
四
回
青
函
半
島
地
域
交
流

連
絡
会
議
が
二
月
二
十
七
、
一
一

十
八
の
両
日
に
わ
た
り
市
内
布

屋
町

・
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で

開
か
れ
、
青
森
県
と
道
南
の
半

島
地
域
活
性
化
に
向
け
て
熱
心

に
協
議
し
ま
し
た
。
 

連
絡
会
議
に
は
、
本
県
の
津

軽
・
下
北
半
島
、北
海
道
の
渡

島

・
積
丹
半
島の
各
市
町
村と

県
庁
、
道
庁
の
担
当
者
ら
お
よ

そ
五
十
人
が出
席
。
 

市
長
代
理
の
其
田
総
務
部
長

が
、
 「千
九
百
九
十
年
代は
交

流
の
時
代
、
圏
域
経
済
発
展
の

た
め
に
活
発
な
論
議
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
小
野

市
企
画
調
整
課
長
の
司
会
で
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
 

初
め
に
、
こ
れ
ま
で
会
議
を

構
成
し
て
い
た
津
軽
、
下
北
、
 

渡
島
e
三
半
島
に
、
新
た
に
積

丹
半
島
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
 
 

規
約
の
改
正
案
を
承
認
し
ま
し

た
。
 

改
正
の
理
由
は
、
①
積
丹
半

島
は
渡
島
半
島
と
隣
接
し
、
地

域
の
条
件
が
似
通
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
②
半
島
振
興
対
策
実

施
地
域
の
指
定
も
受
け
て
お

り
、
③
積
丹
半
島
地
域
の
参
加

に
よ
り
、
青
函
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
圏
構
想
と
の
区
別
を

明
確
に
し
て
独
自
性
が確
保
さ

れ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
 

改
正
に
伴
っ
て
、
会
議
の
名

称
も
「
北
海
道
・
青森
半
島
地

域
交
流
連
絡
会
議
」
と
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
新
た
な
半
島
振
興

施
策
や
平
成
二
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
各

市
町
村
か
ら
は
、
①
双
方
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、合
同
視

察
・
研
修
を
実
施
し
た
い
、
②

地
域
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ス
 
 

ト
を
交
換
し
、
民
間
レ
ベ
ル
の

交
流
を
図
り
た
い
、
（
」
佳民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
広
報

紙
に
よ
る
地
域
情
報
の
交
換
が

必
要
だ
、
な
ど
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
青
森
大
学
社
会
学
部

の
炭
谷
晃
男
講
師
が
、「第
四
ス

テ
ー
ジ
時
代
の
地
域
お
こ
J
J
 

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
 

講
演
す
る
炭
谷
講
師
 

r
 

(第707号)②広報ごしょがわら平成2年(1990年)3月15日

あいさつする其回総務部長

積
丹
半
島
を
加
え
会
議
名
変
更

第
四
四
百
函
半
島
地
域
交
流

連
絡
会
識
が
二
月
二
十
七
、
二

十
八
の
両
日
に
わ
た
り
市
内
布

屋
町
・
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で

聞
か
れ
、
苛
森
県
と
道
南
の
半

島
地
域
活
性
化
に
向
け
て
熱
心

に
協
議
し
ま
し
た
。

述
絡
会
議
に
は
、
木
県
の
津

軽

・
下
北
半
島
、
北
海
道
の
渡

島

・
積
丹
半
島
の
各
市
町
村
と

県
庁
、
道
庁
の
担
当
者
ら
お
よ

そ
五
十
人
が
出
席
。

市
長
代
理
の
其
田
総
務
部
長

が
、
「
千
九
百
九
十
年
代
は
交

流
の
時
代
、
圏
域
経
済
発
展
の

た
め
に
活
発
な
論
議
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
小
野

市
企
画
調
整
課
長
の
司
会
で
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
こ
れ
ま
で
会
議
を

構
成
し
て
い
た
津
軽
、
下
北
、

渡
島
の
三
半
島
に
、
新
た
に
積

丹
半
島
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る

規
約
の
改
正
案
を
承
認
し
ま
し

た
。改

正
の
理
由
は
、
①
積
丹
半

島
は
渡
島
下
品
と
隣
接
し
、
地

域
の
条
件
が
似
通

っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
②
半
島
振
興
対
策
実

施
地
域
の
指
定
も
受
け
て
お

り
、
③
積
丹
半
島
地
域
の
参
加

に
よ
り
、
苛
函
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
圏
構
想
と
の
区
別
を

明
確
に
し
て
独
自
性
が
確
保
さ

れ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

改
正
に
伴
っ
て
、
会
議
の
名

称
も
「
北
海
道

・
行
森
半
島
地

域
交
流
述
絡
会
議
」
と
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
新
た
な
半
島
振
興

施
策
や
平
成
二
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
各

市
町
村
か
ら
は
、

①
双
方
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
合
同
視

祭

・
研
修
を
実
施
し
た
い
、
②

地
域
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ス

ト
を
交
換
し
、
民
間
レ
ベ
ル
の

交
流
を
図
り
た
い
、
①
在
民
の

理
解
を
畑
町
る
た
め
に
も
、
広
報

紙
に
よ
る
地
域
情
報
の
交
換
が

必
要
だ
、
な
ど
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
森
大
学
社
会
学
部

の
炭
谷
口
光
男
講
師
が
、
「
第
四
ス

テ
ー
ジ
時
代
の
地
域
お
こ
し
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
す
る
炭
谷
講
師



委員を前にあいさつをする佐々木市長 

Cr21世紀市民会議」の中央集会連絡会議を開く 
・
 

③平成2年（1990年）3月15日 	 広報ごしょが’わら 	 （第707号） 

職場に馴染み意欲を持 つ
 

市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
向
け
、
広
く
市
民
の
声
を
集

約
す
る
 
コー
十
一
世紀
市
民
会

議
」
の
中
央
集
会
連
絡
会
議
が

二
月
二
十
六
日
午
前
九
時
半
か

ら
市
中
央
公
民
館
に
約
五
十
人

の
委
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
 

市
政
が
抱
え
る
課
題
を
九
部
会

に
分
か
れ
熱
心
に
討
議
し
ま
し

た
。
 

今
回
の
連
絡
会
議
は
、
中
血
〈
 

集
会
全
体
会
議
に
向
け
各
部
会

の
協
議
内
容
を
ま
と
め
る
た
め

に
開
い
た
も
の
で
、
は
じ
め
に

佐
々
木
市
長
が
、
 コ
ー
十
一
世

紀
に
向
け
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見

・
提
言
を
十
分
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
 

次
い
で
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
、
 

地
域
経
済
活
性
化
、
社
会
教
育

な
ど
九
つ
の
部
会
に分
か
れ
、
 

分
科
会
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い

て
市
政
の
課
題
を
討
議
し
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
市
民
会
議
中
央

集
会
の
会
長
に
五
所
川
原
商
工

会
議
所
の
川
口
亀
十
郎
会
頭
、
 

同
職
務
代
理
者
に
高
満
タ
力
市

連
合
婦
人
会
会
長
を
選
び
、
四

政
策
委
員
会
の
委
員
長
、
職
務

代
理
者
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

市
民
会
議
全
体
の
意
見
を
と
 
 

り
ま
と
め
る
中
央
集
会
全
体
会

議
は
、
今
年
の
四
月
以
降
を
目

途
に
開
催
の
予
定
で
す
。
 

各
政
策
委
員
会
の
会
長
（⑥
）
 

職
務
代
理
者
（
〇
）
は
次
の
と
 

▽
生
涯
教
育
政
策
委
員
会

廿

⑥
鶴
谷
禄
郎
〇
田
中
和
弘
 

▽
生
涯
福
祉
政
策
委
員
会

廿

旦
尚
満
タ
力
〇
小
林
清
蔵
 
 

お
り
で
す
。
 

▽
生
涯
生
活
政
策
委
員
会

廿

⑥
川
口
亀
十
郎
〇
中
谷
惣
四
郎

▽
生
涯
健
康
政
策
委
員
会

廿

⑥
成
田
弘
三
〇
佐
藤
洋
1
1一
 

嚢
嚢
聾
排
 

一嚢
 

こ
の
春
地
元
企
業
に
就

職
す
る
高
卒
者
の
激
励
大

会
が
二
月
二
十
二
日
新
町
 

・

働
く
婦
人
の
家
に
お
よ

そ
六
十
人
の
高
卒
者
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
来
賓
か

ら
温
か
い
励
ま
し
を
う
け

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対

策
協
議
会
（
前
田臥
太パ
長）
 

が
主
催
し
て
開
い
た
も
の

で
、
前
田
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
た
あ
と
、
逆
瀬
川

市
経
済
部
長
、川
口
商
工
 

勲
、
訓モ
記
要
」
 

会
議
所
会
頭
、
奈
良
公
共

職
業
安
定
所
長
が
そ
れ
ぞ

れ
「
一
日
も
早く
職
場
に

馴
染
み
、
意
欲
を
持
っ
て

働
い
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
し
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
こ
の
あ
と
、
 

記
念
映
画
「
捌
ベ
イ
カ
ロ

ス
の
翼
」
を
観
賞
、
ァ
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
た
の
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

（
敬
称
略）
 

涯
護
証
雄
涯
叫
張
渡
雁
心
雁
一
重重
 

来賓の励ましに耳を傾ける就職者 

(第707号)

市
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定

に
向
け
、
広
く
市
民
の
声
を
集

約
す
る
「
二
十

一
世
紀
市
民
会

議
」
の
中
央
集
会
連
絡
会
議
が

二
月
二
十
六
日
午
前
九
時
半
か

ら
市
中
央
公
民
館
に
約
五
十
人

の
委
員
が
出
席
し
て
聞
か
れ
、

市
政
が
抱
え
る
課
題
を
九
部
会

に
分
か
れ
熱
心
に
討
議
し
ま
し

た
。今

回
の
連
絡
会
議
は
、
中
央

集
会
全
体
会
議
に
向
け
各
部
会

の
協
議
内
容
を
ま
と
め
る
た
め

に
聞
い
た
も
の
で
、
は
じ
め
に

佐
々
木
市
長
が
、
「
二
十

一
世

紀
に
向
け
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
・
提
言
を
十
分
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

次
い
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

地
域
経
済
活
性
化
、
社
会
教
育

な
ど
九
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、

分
科
会
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い

て
市
政
の
課
題
を
討
議
し
ま
し

た。
こ
の
日
は
、
市
民
会
議
中
央

集
会
の
会
長
に
五
所
川
原
商
工

会
議
所
の
川
口
屯
十
郎
会
頭
、

同
職
務
代
理
者
に
高
満
タ
カ
市

連
合
婦
人
会
会
長
を
選
び
、
四

政
策
委
員
会
の
委
員
長
、
職
務

代
理
者
を
選
出
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
全
体
の
怠
兄
を
と

広報こしょがわら③平成2年(1990年)3月15日

り
ま
と
め
る
中
央
集
会
全
体
会

議
は
、
今
年
の
四
月
以
降
を
目

途
に
開
催
の
予
定
で
す
。

各
政
策
委
員
会
の
会
長

(O)

職
務
代
理
者

(O)
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
生
涯
生
活
政
策
委
員
会
H

O
川
口
屯
十
郎

O
中
谷
惣
四
郎

マ
生
涯
健
康
政
策
委
員
会
H

O
成
田
弘
三

O
佐
藤
洋
三

マ
生
渥
教
育
政
策
委
員
会

1

0
鶴
谷
禄
郎

O
田
中
和
弘

マ
生
涯
福
祉
政
策
委
員
会
H

od満
タ
カ

O
小
林
清
蔵

(
敬
称
略
)

委員を前にあいさつをする佐々木市長

('21世紀市民会議」の中央集会連絡会議を聞く〉

一
一
一
時
一
諸
説
話
一
謀
議
一
静
一
時
一
謀
議
一

こ
の
春
地
元
企
業
に
就

職
す
る
高
卒
者
の
激
励
大

会
が
二
月
二
十
二
日
新
町

.
働
く
婦
人
の
家
に
お
よ

一
そ
六
十
人
の
高
卒
者
が
参

一
加
し
て
聞
か
れ
、
来
賓
か

一
ら
温
か
い
励
ま
し
を
う
け

…
ま
し
た
。

五
所
川
原
地
区
雇
用
対

策
協
議
会
(
前
田
竪
会
長
一

が
主
催
し
て
聞
い
た
も
の

で
、
前
田
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
た
あ
と
、
逆
瀬
川

市
経
済
部
長
、

川
口
商
工

会
議
所
会
頭
、
奈
良
公
共

職
業
安
定
所
長
が
そ
れ
ぞ

れ
「
一
日
も
早
く
職
場
に

馴
染
み
、
意
欲
を
持
っ
て

働
い
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
し
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
は
こ
の
あ
と
、

記
念
映
画
「
朔
ベ
イ
カ
ロ

ス
の
翼
」
を
観
賞
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
た
の
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

来賓の励ましに耳を傾ける就職者
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「交
通
安
全
家
族
会議
蟻
機慧
避
 

母
の
会
連
合
会
が
定
時
総
会
 

軍
●
●
●
●

●
り
●
●
●
り

●
包
●

‘o・
●
も

雀
臓
買
宣
互
宣

互
宣
軍
誠
誠
痘
草
互
草
互
り
 

r
 

0Oo 

豊栄建設脚会社で 

ト 

、へ 
ー ~ 

丸山工務店脚で 

一
 

社
会
福
祉
に
と
十
万
三
千
余
円
 

工藤署長から表彰状を受ける功労者 

市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
 

（
長沢
京
子
会
長
）
の
定
時
総

会
が
二
月
二
十
一
日
午
前
十
時

半
か
ら
本
町

・
五
松
苑
に
地
区

母
の
会
役
員
六
十
人
ほ
どが
出

席
し
て
開
か
れ
、
新
会
長
に
長

沢
京
子
氏
を
再
選
す
る
と
と
も

に
、
平
成
二
年
度
の
事
業
と
し
 
 

て
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
 「交
通

安
全
家
族
会
議
」
を
推
し
勧
め

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
交
通
事
故
の
犠

牲
者
に
対
し
黙
構
し
た
あ
と
、
 

交
通
安
全
功
労
者
十
人
と
優
良

団
体
の
飯
詰
交
通
安
全
母
の
会
 
 

を
表
彰
し
、
工
藤
忠
男
五
所
川

原
警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

次
い
で
長
沢
会
長
が
、
 「次

代
を
担
う
若
者
の
死
亡
事
故
を

撲
滅
す
る
た
め
、
母
親
の
立
場

か
ら
安
全
指
導
を
徹
底
さ
せ
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
工
藤
署
長
 
 

と
市
交
通
安
全
協
会
長
で
も
あ

る
小
山
内
助
役
が
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

副
会
長
に
は
成
田
さ
き
栗
、
 

対
馬
さ
う
子
の
両
氏
を
選
任
し

ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
功
労
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 （カ
ッ
コ
内
は

支
部
名
）
 

佐
藤
秀
子

（五
所
川
原
）
、
 

小
笠
原
ふ
じ
江
（
三
好
）
、
前

田
テ
ツ
（
梅
泉
）
、
成
田
美
穂
 

子
（
野
里
）
、新
谷
れ
い
子
（
七
 

和
）
、葛
西
優
美
子
（
七ッ
館
）
、
 

中
村
フ
コ
（
飯
詰
）
、増
田
八
知
 

津
軽
野
・
長橋

・
さ
かえ
保

育
園
の
良
い
子
達
六
人
は
三
月

一
日
、
社
会
福
祉
基
金
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
十
万
三
千
一
一

百
円
を
市
に
寄
付
、
渋
谷
省
吾
 

・

長
橋
保
育
園
園
長
と
と
も
に

佐
々
木
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

二
月
二
十
四
日
、
市
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
開
い
た
、
三
園

合
同
の
第
四
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 
 

子

（
長富
）
、
成
田
啓
子
（
毘

沙
門
）
、藤
森
利
輝
子

（
中川
）
 

（
敬
称略
）
 

三
園
の
良
い
子
達
が
贈
る
 

音
楽
発
表
会
で
の
収
益
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。
 

(第707号)④

と
市
交
通
安
全
協
会
長
で
も
あ

る
小
山
内
助
役
が
お
祝
い
の
言

集
を
述
べ
ま
し
た
。

別
会
長
に
は
成
田
さ
き
ゑ
、

市
交
通
安
全
母
の
会
述
合
会
て
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
通
事
を
表
彰
し
、

t
藤
忠
男
五
所
川
対
馬
さ
う
rr
の
両
氏
を
選
任
し

(
長
沢
京
子
会
長
)
の
定
時
総
故
を
防
止
す
る
た
め
、
「
交
通
原
警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
手
ま
し
た
。

会

が

二

月

二

十

一

日

午

前

十

時

安

全

家

族

会

議

」

を

推

し

勧

め

渡

さ

れ

ま

し

た

。

表

彰

さ

れ

た

功

労

者

は

次

の

半
か
ら
本
町
・
五
松
苑
に
地
区
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
次
い
で
長
沢
会
長
が
、
「
次
と
お
り
で
す
。
(
カ
ッ
コ
内
は

母
の
会
役
員
六
十
人
ほ
ど
が
出
総
会
で
は
、
交
通
事
故
の
犠
代
を
担
う
若
者
の
死
亡
事
故
を
支
部
名
)

席
し
て
聞
か
れ
、
新
会
長
に
長
牲
者
に
対
し
黙
時
し
た
あ
と
、
撲
滅
す
る
た
め
、
母
親
の
立
場
佐
藤
秀
子
(
五
所
川
原
)
、

沢
京
子
氏
を
再
選
す
る
と
と
も
交
通
安
全
功
労
者
十
人
と
優
良
か
ら
安
全
指
導
を
徹
底
さ
せ
よ
小
笠
原
ふ
じ
江
(
三
好
)
、
前

に
、
予
成
二
年
度
の
事
業
と
し
団
体
の
飯
詰
交
通
安
全
母
の
会
う
」
と
あ
い
さ
つ
、
工
藤
署
長
田
テ
ツ
(
梅
泉
)
、
成
田
美
穂

-胃、
一戸
一

-
JV〕4

・
・
司

注
品

d-
L
h
で

k

‘.鮒
4

・、
fl'
a
司

E

…

4

.

務工

'

山

‘A
、ー
丸
…

母
の
会
連
合
会
が
定
時
総
会
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豊栄建設(鮒会社で

子
(
野
里
)
、
新
谷
れ
い
L

J

(

七

和
)、
葛
西
優
美
子

(
七
ツ
館
)
、

中
村
フ
コ
(
飯
詰
)
、
増
田
八
知

r
T
(
長
官
)
、
成
田
啓
子

(毘

沙
門
)
、
藤
森
利
輝
子

(中
川
)

(
敬
称
略
)

工藤署長から表彰状を受ける功労者

社
会
福祉世
に
と
十
万
三
千
余
円

三
園
の
良
い
子
達
が
贈
る

津
軽
野

・
長
橋
・
さ
か
え
保

育
園
の
良
い
ιJ迷
六
人
は
三
月

一
目
、
社
会
福
祉
基
金
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
十
万
三
千
二

百
円
を
市
に
寄
付
、
渋
谷
省
吾

・
長
橋
保
育
園
園
長
と
と
も
に

佐
々
木
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
円
、
市
中
央
公

民
館
ホ
l
ル
で
聞
い
た
、

三
国

合
同
の
第
四
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

音
楽
発
表
会
で
の
収
益
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。



市
長
が
出
稼
ぎ
者
を
激
励
訪
間
＼
 

5
6人
が
祝福
の
門出
へ
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新
入
隊
者
の
激
励
会
を
開
く
 

広報ごしょがわら 

佐
々
木
市
長
は
二
月
二
十
日

か
ら
四
日
間
の
日
程
で埼
玉

・

所
沢
市
な
ど
五
カ
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問
し
、
多
く
の
出

稼
ぎ
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。
 

初
日
の
二
十
日
は
、所
沢
市

の
豊
栄
建
設
（
株
）
 
（
小
島
晃

社
長
、
業
種
下
水
道
事
業
）
を

訪
問
、
事
務
所
で
小
島
社
長
か

ら
会
社
の
概
要
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
地
元
出
稼
ぎ
者
五
名
 
 

タ
交
え
会
食
を
し
な
が
ら
懇
談
。
 

市
長
か
ら
、老
人
ホ
ー
ム
「く

る
み
園
」
 
の
建設
、
津
軽
自
動

車
道
の
一
部
着
工な
ど
、
市
の

主
要
施
策
等
を
説
明
す
る
と
出

稼
ぎ
者
の
な
か
か
ら
、
「故
郷
の

雪
の
状
況
は
ど
う
か
」
「火
事
は

な
い
か
」
等
、
留
守
家
庭
を
気

遣
う
多
く
の
質
間
が
出
ま
し

た
。
 

市
長
か
ら
「
身
体
に
気
を
つ
 
 

け
、仕
事
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
一
十一
日
以降
の
訪
間
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

マ
ー
ー月
一
一
十
一日
午
前
 
神
奈

川
‘
横浜
市
 
丸
山
工
務
店
 

（株
）
 （
有）
成
田
健
工

（業

種
土
木
建
築
業
）
地
元
出
稼
ぎ

者
十
一
名
 

▽
同
日
午後
 
同
 
佐
々
木
組
 

（佐
々
木
久
吉
社
長
、
業
種
土
 
 

木
業
）
地
元
出
稼
ぎ
者
四
名
 

Y
一月
ニ
士

一
日
 
静岡

・
湖

西
市
 
ァ
ス
モ
（
株
）
 
（
業
種

各
種
自
動
車
小
型
モ
ー
タ
ー
製

造
）
地
元
出
稼
ぎ
者
二
十
八
名

又
一
月
二
十
三
日
 
岐
阜
・
各

務
原
市
 
鳥
羽
工
産
（
株
）
（
傍

島
茂
夫
社
長
、
業
種
自
動
車
、
 

航
空
機
金
型
設
計
、
製
造
）
地

元
出
稼
ぎ
者
二
十
四
名
 

平
成
元
年
度
・
西
北
五
地
区

自
衛
隊
新
入
隊
者
の
激
励
会
が

二
月
二
十
六
日
午後
一
時
半
か

ら
市
中
央
公
民
館
に
高
卒
の
女

性
四
人
を
含
む
新
入
隊
者
五
十

六
人
を
は
じ
め
父
兄
、
西
北
五

市
町
村
長
、
各
高
校
長
な
ど
お

よ
そ
二
百
人
が出
席
し
て
開
か

れ
、
新
入
隊
者
の
門
出
を
励
ま

し
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
西
北
五
地
区
自

衛
官
募
集
事
務
連
絡
協
議
会
長
 
 

の
佐
々
木
市
長
が
 
「諸
君
の
決

意
に
感
銘
を
深
め
る
と
と
も
に

新
し
い
門
出
を
祝
福
し
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

村
崎
弘
前
駐
屯
地
司
令
、
佐

々
木
五
所
川
原
高
校
長
が
そ
れ

ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
 

次
い
で
、
別
府
芳
青
森
地
方

連
絡
部
長
が
 
「素晴
ら
し
い
自

衛
官
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
入
隊
者
一
人
ひ
と
り
が
紹

介
さ
れ
、
市
町
村
長
か
ら
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
入
隊
者
を
代

表
し
て
五
所
川
原
工
業
高
校
の

中
村
純
さ
ん
が
、
 「決
意
も
新

た
に
規
律
と
礼
儀
を
重
ん
じ
頼

れ
る
自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
松
浦
深
浦
町
長
の

音
頭
で
乾
杯
の
あ
と
、
航
空
自

衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
（
三
沢

基
地
）
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。
 

佐々木組で 

アスモ脚で 

鳥羽工産株）で 
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佐
々
木
市
長
は
二
月
二
十
日

か
ら
四
日
間
の
日
程
で
埼
玉

・

所
沢
市
な
ど
五
カ
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問
し
、
多
く
の
出

稼
ぎ
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

初
日
の
二
十
日
は
、
所
沢
市

の
豊
栄
建
設
(
株
)
(
小
島
晃

社
長
、
業
種
下
水
道
事
業
)
を

訪
問
、
事
務
所
で
小
島
社
長
か

ら
会
社
の
概
要
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
地
元
出
稼
ぎ
者
五
名

主
交
え
会
食
を
し
な
が
ら
懇
談
。

市
長
か
ら
、
老
人
ホ
l
ム
「
く

る
み
園
」
の
建
設
、
津
軽
自
動

車
道
の

一
部
着
工
な
ど
、
市
の

主
要
施
策
等
を
説
明
す
る
と
出

稼
ぎ
者
の
な
か
か
ら
、
「
故
郷
の

雪
の
状
況
は
ど
う
か
」
「
火
事
は

な
い
か
」
等
、
留
守
家
庭
を
気

遣
う
多
く
の
質
問
が
出
ま
し

た。
市
長
か
ら
「
身
体
に
気
を
つ

広報ごしょがわら⑤平成2年(1990年)3月15日

け
、
仕
事
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

二
十

一
日
以
降
の
訪
問
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
二
月
二
十
一
日
午
前
神
奈

川

・
横

浜

市

丸

山

工

務

庖

(株
)
(
有
)
成
田
健
工
(
業

種
土
木
建
築
業
)
地
元
出
稼
ぎ

者
十

一
名

マ
同
日
午
後
同
佐
々
木
組

(佐
々
木
久
吉
社
長
、
業
種
土

佐々木組で

木
業
)
地
元
出
稼
ぎ
者
四
名

マ
二
月
二
十
二

日

静

岡
・
湖
…

西
市

ア
ス
モ
(
株
)
(
業
種
一

各
種
自
動
車
小
型
モ
ー
タ
ー
製
…

造
)
地
元
出
稼
ぎ
者
二
十
八
名
…

マ
二
月
二
十
三
日

岐

阜

・
各
一

務
原
市
鳥
羽
工
産

(株
)
(
傍
吋

品
茂
失
社
長
、
業
種
自
動
車
、

航
空
機
金
型
設
計
、
製
造
)
地
一

元
出
穣
ぎ
者
二
十
四
名

で

''

側

一

産工羽鳥

アスモ(紛で

の
佐
々
木
市
長
が
「
諸
君
の
決

意
に
感
銘
を
深
め
る
と
と
も
に

新
し
い
門
出
を
祝
福
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

村
崎
弘
前
駐
屯
地
司
令
、
佐

々
木
五
所
川
原
高
校
長
が
そ
れ

ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。次
い
で
、
別
府
芳
青
森
地
方

連
絡
部
長
が
「
紫
時
ら
し
い
自

衛
官
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
入
隊
者

一
人
ひ
と
り
が
紹

介
さ
れ
、
市
町
村
長
か
ら
記
念

品
が
予
漉
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
入
隊
者
を
代

表
し
て
五
所
川
原
工
業
高
校
の

中
村
純
さ
ん
が
、

「
決
意
も
新

た
に
規
律
と
礼
儀
を
重
ん
じ
頼

れ
る
自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
松
浦
深
浦
町
長
の

音
頭
で
乾
杯
の
あ
と
、
航
空
自

衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊

(三
沢

基
地
)
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た。

Hwfm・-Kが
祝
福
の
門
出
入
山

新
入
隊
者
の
激
励
会
を
聞
く

平
成
元
年
度

・
西
北
五
地
区

自
衛
隊
新
入
隊
者
の
激
励
会
が

二
月
二
十
六
日
午
後

一
時
半
か

ら
市
中
央
公
民
館
に
高
卒
の
女

性
四
人
を
含
む
新
入
隊
者
五
十

六
人
を
は
じ
め
父
兄
、
西
北
五

市
町
村
長
、
各
高
校
長
な
ど
お

よ
そ
二
百
人
が
出
席
し
て
聞
か

れ
、
新
入
隊
者
の
門
出
を
励
ま

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
西
北
五
地
区
自

衛
官
募
集
事
務
述
絡
協
議
会
長
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軍日のぐり』 
参加者募集 う 

平成 2 年（1990年）3 月15日 
	

広報ごしょかーわら 	 （第707号）⑥ 

長期婦人電気講座受講生募集 
東北電力五所川原営業所 

レ対象 主婦を中心と した婦人層 

D期間 4 月から12月（ 8 月を除き毎月1回） 

レ会場及び時間 東北電カ（I菊五所川原営業所。 

午前10時から正午まで。 

レ募集人員 30 名程度 

D受講料 無料 

レ講習内容 4 月・・・開講式、 5 月・・・講習（電気

の基礎知識）、 6 月・・・実習、 7 月・・・半斗理実習、 

9 月…施設見学会、10月…実習、11月…電気

の上手な使い方、12月・・‘閉講式 

~ レ申込締切 3 月30日 

レ申し込み先 電話で東北電力（掬五所川原営業

所・営業課サービス係（胃電5)2151番内線33 

4 番）へお申し込みください。 

I点字愛 書館からのお知らせ 
点字図書館では、視覚障害者の皆さんへ点字

図書、録音図書及び 「声の文芸春秋」 等のテー 

プ雑誌を、無耕斗（送料共）でト貸し出しをしてお

ります。 

図書等の借り入れを希望される方は、利用登

録申請書又は電話で登録の申込みをしてくださ 

し、 

詳しいことは、点字図書館（青森市大字矢田

前字浅井24-2 ft0177（②る )2448番）に電話等でお

たずねください。 

fノ 

フ7フプつプー 

地価評価等に関する 
無料相談会と地価の公示 
毎年4 月は 「地価公示普及月間」 です。 

この行事の一環と して専門家による地価評価

等に関する無耕B井目談会が開催されますので、地

価に関して知りたいこと、悩みごとのある方は、 

お気軽に足を運んでみてはいかがですか。 

③無半林目談会 

）実施日時・場所 4 月 6 日 （金） 

青森市役所第 3T 二舎 1階大会議室（午厳110時 

～正午、 午後1日争～ 3 時） 

弘前市役所新館 6 階（午後1時～4 時） 

実施主体 （社）日本不動産鑑定協会青森部会

③地価公示・地価調査による地価の公表 

国・県では、各地域で標準的な使われ方をし

ている土地を選んで、その標準地・基準地の適

正な土地価格（正常価格） を公表して、土地を

売買する際などの目安としていただいています。 

にここに×
～~ 

地価 公示 
（標準地） 

地価 調査 
（基準地） 

調査機 関 国 土 庁 青 森 県 

対象市町村 8 fl了 9 町村 全市町村 

価格の公示 
（価格ー時点） 

3 月 2 3 日 
(1 月 1 日） 

9 月 2 0 日 
(7 月 1 日）~ 

③ 「正常価格」 は市役所で自由に閲覧できます 

「正常価格」 とは、売り手にも買い手にも片

寄らない通常成立すると認められる価格です。 

詳しい内容については、市役所（企画室）で

自由にご覧になれますのて、、おたずねください。 

青森県歴史の道整備促進協議会では、新緑の

平泉めぐりを行います。 

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

ン日時 4 月 8 日（日）午前6日寺30分～午後7日寺30分
ンコース 五所川原中三前発6:30→鶴田町役場 

→信用金庫前発→藤崎青銀前発→厳美渓→達谷

窟→毛越寺→レス トハウス（昼食）→中尊寺本

堂→金色堂→讃衡蔵宝物→月見坂→藤崎→板柳 

→鶴田→五所川原中三前19:30 

ン出発時間 五所川原中三前午前 6 時30分 

[＞会費 7,830円（昼食、現地ガイ ド料、見学料） 

＞申込先 青森市松森佃175 青森県歴史の道整

備促進協議会事務局（か01774②）1064) 

ン申込締切 3 月31日（土） 

レ申込受付時間 午前 8 時30分～午後 4 時まてる 

（日曜日を除く） 

(第707号)⑥広報こしょがわら平成2年(1990年)3月15日

地価評価等に関する

無料相談会と地価の公示
長期婦人電気講座受講生募集

毎年4月は「地価公示普及月間」です。

ごの行事の一玉県として専門家による地価評価

等に関する無料相談会が開催さ科ますので、地

価に関して知 りたいこと、悩みごとのある方は、

お気軽に足を運んでみてはいかがですか。

@無料相談会

じ>実施日時・場所 4月 6日(金)

青森市役所第 3庁舎 1階大会議室(午前10時

~正午、 午後 1 時~ 3 時)

弘前市役所新館 6 階(午後 1 時~4 時)

実施主体 (社 )日本不動産鑑定協会青森部会

①地価公示・地価調査による地価の公表

国 ・県 では、各地域で標準的な使われ方をし

ている土地を選んで 、 その標準地 ・基準地 の適

正な土地価格 (正常価格)を公表して、土地を

売買する際 などの 目安としていただいています。

東北電力五所川原営業所一

じ〉対象 主婦を中心とした婦人層

[>期間 4月から 12月(8月を除き毎月 1回)

仁〉会場及び.時間 東北電力側五所川原営業所。

午前10時から正午まで。

じ〉募集人員 3 0名程度

じ〉受講料 無料

[>講習内容 4月一開講式、 5月・・・講習(電気

の基礎知識)、 6月一・実習、 7月・・・料理実習、

9月・・・施設見学会、 10月・・・実習、 11月・・・電気

の上手な使い方、 12月・ー閉講式

[>申込締切 3月30日

[>申し込み先 電話で東北 電力側五所川原営業

所 ・営業課サービス係 (ft⑮2151番内線33

4番)へお申し込みください。

i点字図書館からのお知らせ
~ 地価 公示 地 価調査

(標準地) (基準地)

調査機 関 国 土 庁 青 森 県

対 象市町村 8市 9町 村 全市町村

価 格の公示 3月 2 3日 I9月 2 0日
(価キ各.時:点) (1月 1日) ( 7月 1日)

華斤車:誌の

G i正常価格」 は市役所で自由に閲覧できます

「正常価格」 とは、 売り手にも買い手にも片

寄らない通常成立 す ると認められる価 格です。

詳しい内容 につ い ては、 市役所(企画室)で

自由にご覧 に なれますので、おたずねください。

!l-Dda@宇@0)々 ベ抄百
' 参加者募集 、

青森県歴史の道整備促進協議会では、

平泉めぐ りを行いま す。

みなさ んの多数の ご参加 をお待 ちしておりま

す。

[>日時 4月 8日(日)午前6時 30分~ 午後7時 30分

[>コース 五所川原 中三前発6:30→鶴田町役場

→ 信 用金庫前発→藤崎青銀前 発→ 厳美渓→ 透谷

窟→ 毛越寺→レス トハウス(昼食)→中尊寺本

堂→金色堂→讃衡蔵宝物→月見坂→ 藤 崎→板 柳

→鶴田→ 五 所川原 中三前19:30

[>出発時間 五所川原中三前午前6時 30分

[>会費 7，830円 (昼食、現地 ガイド料、見学料)

[>申込先 青森 市松森佃175青森県歴史の道整

備促進協議会事務局(宮 0177⑫ 1064)

仁〉申込締切 3月31臼ω
じ>申込受付時間 午前 8時 30分~午後4時まで

(日曜日を除く)

点字図書館では、視覚障 害者 の皆さんへ点字

図書、録音図書及び「声の文芸春秋」等のテー

プ雑誌を、 無 料(送料共)で貸し出しをしてお

ります。

図書等の借 り入れ を希望される方は、 利 用登

録申請書又は電話で登録の申込みを してくだ、さ

詳しいことは、点字図書館(青森市大字矢田

前字浅井24-2 ft0177⑮2448番 )に電話等でお

たずねください。
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図書館4月の休館日 
く◇月 	曜 日 	2 ・ 9 ・161 23・30 I I 
く◇祭 	日 29日 
◇月末整理日 27日 

*3月から 9 月まで夏時間
開館時間 9時30分
閉食官日寺間 17時30分 

◇
 

『棚署審れいにする』 
児童図画展開催 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

乳幼児の社会的世界 小嶋秀夫 長 	し・ 	夜 赤川次郎 

日本経済が動く 高橋乗宣 イ 	ン 	ク 	壷 増田れい子 

アメリカの常識・ 
日本の常識 

松岡陽子
マックレイン 半七は実在した 今井金吾 

イギリスの社会と自然 橋本 宏 知 謀 の 虎 豊田有恒 

個性を以て貴しとす 日下公人 飛 鳥 の 風 吉田知子 

アムウエイの世界 篠原 	勲 魔 都 ノ 一 ト 中島 	梓 

貴 族 の 風 景 水谷三公 あたまをオシャレに 森 	毅 

医療福祉相談百問百答 児島美都子 ニシン山に登る 大滝重直 

先賢の住ま い 前 久夫 壬 申 に 物 ぶ 玉城妙子 

医の心・医の悩み 品川信良 生きると云うこと 小野淳信 

私のお客様づくり 玉川俊子 津 軽 海 峡 北の会編 

望も障麓l「蕩 波多野ミキ 雪 や 	ど 	り 伊奈かっペい 

津軽の稲作とともに 
水稲津軽 
地域研究会 風 の 街 か ら 北野岸柳 

贈答のマナーとくふう オ メ ガ社 影 と 過 去 米田一穂 

セーター編んでよ 穎原 	港 孔 	 子 井上 	靖 

アジア祈りの風光 中塚 	裕 夜 叉 姫 伝 菊地秀行 

切り絵デザイ ン 
現代デザイン 

研究所 か 	ら 	す 組 早乙女 貢 

環境ビデオの時代 新井 満 鬼と 人 と 上・下 堺屋太― 

小 説 の 方 法 伊藤 整 海岸列車 上・下 宮本 	輝 

レ対象 小学生 1 0 名（男女） 

中学生 1 0 名（男子） 

高校生 1 0 名（男子） 

ン受講期間 4 月～10月までの毎週水・土曜日 

午後 4 時～ 6日寺まて、 

レ場所 市民体育館（サプ体育館） 

レ受講料 2,000円（保険恥十他） 

※詳しいことは、高橋さん（か電④）2642番）、工藤 

さん（"(，④）2484番）へどうそ、’。 

― 岩木川水系水質汚濁対策連絡協議会 

ン日時 3 月26日 （月）- 30日 （金） 

午前 8日寺30分～午後 5日寺まて各

ン場所 弘前市役所2 階ロビー 

舞多 

    

    

  

求のフンは始末を！ 

 

    

 

雪解けとともに、―歩道や公園等に犬の 

フンが目立つようになりま した。 

犬のフンはみんなが迷惑します。 

飼い主は、！必ず始末するようにしまし 

よ つ o 

また、犬の放し飼いはやめま しょう。 

 

→
ー
→
」
 

⑦平成 2 年（1990年）3 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第707号） 

I新受入図書」五所川原市立図書館 銃剣道教室受講生募集 

く春の青少年健全育成運動実施） 
～伸びよう 伸ばそう 青少年～ 

■運動期間 平成2年3月20日～4月10日 
※重点目標 

①青少年の非行防止と社会環境浄化の促進

②明るい家庭づくりと心身の鍛練の促進

③青少年の社会参加の促進 

五所川原市青少年問題協議会 五所川原市少年相談センター運営協議会

五所川原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会

五所川原市学校警察連絡協議会 五 所 川 原 市 青 少 年 対 策 室 
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E新受入図書 |五所川原市立図書館
2f 名 著者名 ;1f 名・ 著者名

乳幼児の社会的世界 小嶋秀夫 長 L、 夜 赤川次郎

日本経済が動く 高橋乗宣 イ ノ ク 'i[ I骨回れい子

アメ')カ日の本常の識常・議 総阿陽子 半七は実在した 今井金吾マyクレイン

イギ')J.の社会と自然 橋本 宏 知謀の 虎 豊田有恒

個性を以て貧しとす 日下公人 飛鳥の 風 吉田知子

アムウェイの世界 篠原 勲 魔都ノート 中島 梓

貨族の風景 水谷 三公 あたまをオシャレに 森 毅

医療福祉相談百問百答 児島美都子 ニシン山に登る 大滝重直

先賢の住まい 前 久夫 壬申に朔ぷ 玉城妙子

医の心医の悩み 品川信良 生きると云うこと 小野淳信

私のお客様づくり 玉川俊子 j苦軽海 峡 北の会編

子ど-も下の手上手なな叱叱り町万方 波多野ミキ 雪や ど り 伊奈かっぺい l

津軽の稲作とともに 水地稲峡津研軽究会 風の衡から 北野岸柳

贈答のマナーとくふう オメガ社 景手 と 過去 米国 一 穂

セーター編んでよ 穎原 兎 干し 子 井上 靖

アジア祈りの風光 中塚 絡 夜 文姫 f云 菊地秀行

切り絵デザイン 現代デ研ザ究イ所ン か 勺 す組 早乙女貢

環境ビデオの時代 新井 l筒 鬼と人と上下 場屋太 一

小説の方法 伊藤 整 海岸列車上下 宮本 輝

図書館4月の休館目
。 月曜日 2 ・9 ・16・23・30目
。祭 日 29日
。 月末整理日 27日

* 3月から 9月まで夏時間
開館時間 9時 30分

間館時間 1 7時 30分

銃剣道教室受講生募集

1>対象小学生 1 0名(男女)

中学生 1 0名(男子)

高校生 1 0名(男子)

じ〉受講期間 4月 -10月まで、の毎週水 ・土曜日

午f愛4日間予-6日寺:まで

1>場所市民体育館(サプ体育館)

1>受講料 2，000円 (保険料他)

※詳しいことは、高橋さん(宮⑧ 2642番)、工藤

さん(君⑮ 2484番 )へどうぞ。

町田哲号仇もも巴す~dl
児童図画展開催
一一一岩木川水系水質汚濁対策連絡協議会 一一-

b日時 3月 26日 (月) -30日(金)

午前 8時 30分~午後 5時まで

1>場所 弘前市役所2階ロピー

三五三三ー
ヲ長安竺テ

|犬り111は始末をI
雪解けとともに、，歩道や公園等に犬の

フンが目立つようになりました。

犬のフンはみんなが迷惑します。

飼い主は、必ず始末するようにしまし

o
 

h
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〈春の青少年健全育成運動実施〉
~伸びよう伸ばそう青少年~

・運動期間平成2年3月20日-4月10日
※重点目 標 一一一一一一

①青少年の非行防止と社会環境浄化の促進 i 
②明るい家庭づくりと心身の鍛練の促進

③青少年の社会参加の促進 1 

五所川原市青少年問題協議会 五所川原市少年相談センター運営協議会

五所川原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会

五所川原市学校警察連絡協議会 .五所川原市青少年対策室
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ボリオ（小児マヒ） 
ワクチン接種 

D対象 生後 3 カ月から 4 8 カ月までの乳幼児。 

う接種方法 6 週間」』I上の間隔で4 月と 5 月に 

2 回受けてください。（尚、昨年1回

のみ接種の人は、今年 2 回目を受け

てーください。） 

レ注意事項（I）問診票を記入し、母子健康手帳と

いっしょに持ってきてください。 

②お子さんのイ建康状態を良く知って 

いる方がお連れください。 

⑨地区別日程 

地 区 別 実施場所 1 回目 2 回目 

五
葡
ヒ
 
小

小
和
 
学

学
地
 
区
区
区
  

4 月12日 5 月24日 

（木） （木） 

梅栄
長
 
沢
 

橋
 
地
地
地
 
区
区
区
 

 

4 月13日 5 月25日 

市保健 （金） （金） 

みどり団地 4 月18日 5 月29日 センター 
毘沙門地区 （働く婦人の （水） （火） 

松飯
 
島
詰
 
地
地
 
区
区
 

家併設） 4 月19日 5 月30日 

（木） （水） 

中三
松
 
川
好
島
 
地
地
団
 
区
区

地
  

4 月20日 5 月31日 

（金） （木） 

6周の鳳目包ンタにコ固国国 

4 月 6 ・13 ” 20・27日です。（毎週金曜日） 

レ日寺間 午前10時～午後 3日寺 

）内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

に応じますのでト、赤ちゃんからお年寄りまて各 

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健センター 

レ受イ寸日寺間 12 : 45--13: 00まてニ 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

今まで毎週水曜日に不燃物ゴミを収集してい 

, る地区について 4 月 2 日から次のようになりま 

’ 	す。 

毎
 
週
 

可 	燃 	物 [1く燃物 

月曜日 七 和、梅 沢 水曜日 

火曜日 
飯詰、毘沙門、・長富、中川・松島

の一部（桃崎、桜田、沖飯詰） 
水曜日 

木曜日 栄 水曜日」 

金曜日 長 橋、松 島 水曜日 

上曜日 中 川、三 好 水I刈 
※水曜日には可燃物を絶対出さないようにご協

力をお願いします。 

※ゴミは燃えるゴミ、燃えないゴミに区別して

出しましょう。 

※ゴミは決められた日、決められた場所に朝 8 

時30分ま“でに出しましょう。 

※ゴミ収積所はゴミ捨て場ではありませんので、 

みんなで協力し合って清潔にしましょう。 

」 	齢 対 象 児一 期 	日 内 	容 

3 カ月児 H元年12月生 4 月10日因 健康診査 

6 カ月児 H元年 9 月生 4 月17日因 健康相談 

1 歳 児 H元年 3 月生 4 月23日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年10月生 4 月24日因 健康診査 

3 歳 児 S61年12月生 4 月19日（村 健康診査 

胃・大腸がん 
、ニ二,．・，二、．・．・．・にー…．・“一 ‘二il」入：三A 一，へ、，一、L“→、・~・・、、ニー．・ 

蕪謝 
灘農轡」m＝…ー二＝、＝、に雪’・、畳m竃 

市では今年も胃・大腸がん集団検診を下記の

とおり実施いたします。「ィ建康は自分で守ろう」 

をモッ トーに受診するようにしましょう。 

ト対象者 4 0 歳以上の市民（昭和 2 6 年 3 月 

3 1 日までに生まれた方） 

ト申込期問 平成2 年 3 月 1 5 日～ 2 5 日 

ト申込場所 各地区の保健協力員、各支所、市

役所衛生課窓口 

トその他 受診日、会場等は後日個人通知いた

します。（申し込んだ方） 

※ なお、大腸がん検診だけの受診は出来ませ

ん。 

お問い合わせは、市衛生課（か電，)2111番内線 

268. 272番）へどうそ％ 
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ポリオ(小児マヒ)
ワクチン接種

じ〉対象 生後 3カ月から 4 8カ月までの乳幼児o

b接種方法 6週間以上の間隔で4月と 5月に

2回受けてください。(尚、昨年 1回

のみ接種の人は、今年 2回目を受け

てください。)

1>注意事項①問診票を記入し、母子健康手帳と

いっしょにf寺ってきてください。

②お子さんの健康状態を良く知って

いる方がお連れください

。 地区別日程

実施場所

今まで毎週水昭日に不燃物ゴミを収集してい

る地 区について 4月 2日から次のようになりま

す。

| 可燃物

什 月曜日 |七和、糠沢

同I ， 叩 【 1飯詰、毘沙門、・長富、刷11・松島
ハ ハ… |の一部(桃崎、桜田、沖飯詰)

|遇|木曜日 |栄

ハ 金曜日 |長橋、松島

川 土曜日 |中川、 三 好

※水曜日には可燃物を絶対出さないようにご協

力をお願いします。

※ゴミは燃えるゴミ、燃えないゴミに区別して

出しましょう 。

※ゴミは決められた口、決められた場所に朝 8

時30分までに出しましょう。

※ゴミ収積所はゴミ捨て場ではありませんので、

みんなで協力し合って清潔にしましょう 。

「~局⑭旬ill\旨~匂回目r.B白1

4月 6 ・13・20・27日です。(毎週金曜日 )

1>時間 午前10時 ~午後3時

じ〉内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ち ゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用 ください。

「-乳幼児の健康診査一寸

1>場所市保健セ ンター

1>受付時間 12 : 45~13 : 00まで

1>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れでもってきてください。

※注意 ① 6カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫(小児がん)の検査セ ッ トを配付しますが、

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって待子生課窓口にセットをもらいにきてくだ

さい。 (ただし生後 6カ月、 7カ月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子さん

はご遠慮ください。

3 

三'.:胃胃;?:::}三￡:片Ir友11tt:f::::::夫夫:腸腸腸;がカがががミミ予;. j泌泌泌f為泌ゐぬλλたんがが~三ぷ五1"ぷ己，':"主主;三...三三三三三予三ι..三主ぐ..

......三三~.'!去;::2;;2j2!::3言定訟訟芯i主主訟註むj;己主長;ミ=与;;ぷ...午不三.. 三1三..巴..集:団検診:.jのお知広:せ....

市では今年も胃 ・大腸がん集団険診を下記の

とおり実施 いたします。「健康は自分で守ろう」

をモットーに受診するようにしまし ょ う。

砂対象者 4 0歳以上の市民(昭和 26年 3月

3 1日までに生まれた方)

惨申込期間 平成 2年 3月 15日- 25日

砂申込場所 各地区の保健協力員、各支所、市

役所衛生課窓口

砂その他 受診目、会場等は後日個人通知いた

します。(申し込んだ方)

※ なお、大腸がん検診だけの受診は出米ませ

ん。

お問い合わせは、市衛生課(n-⑮ 2111番内線

268、 272書)へどうぞ。
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